
R8.2.25 都市交通政策課

みんなで支える生活交通サポート事業　第１回アンケート結果

問１ 日常的な移動のお困りごとや必要なサポートの内容について
問１−１ 移動の難しい⾼齢者等のいる地域の有無

N= 98

問１−２ 移動に困っている主な⽤途

N= 162

問１−３ あればいいと思う移動⼿段やサポート

N= 233

ある

69

71%

ない

18

18%

分からない

11

11%

日常の買い物

61

38%

病院への通院

62

38%

健康増進活

動参加

17

11%

地域行事参加

18

11%

その他

4

2%

52

60

27

47

38

3
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ボランティアスタッフ等に介助してもらい

ながら車で移動する

タクシーの借り上げやタクシー券の配布な

どによりタクシーで移動する

市のドライバー付き公用車（福祉バス）を

借りて移動する

福祉施設や病院などの施設が用意したバス

（ドライバー付き）で移動する

移動が大変なので、移動販売車や訪問診療

を充実させる

特になし

その他

その他の内容

・友人との食事

・公共施設利用

・銀行、区役所

・美容院

その他の内容

・デイサービスの利用

・コミ協内で住民バス

・公共交通の一元化

・有料で地域人材を確保し、

利用料金は行政と利用者

が折半

・コミ協でバスを所有

■依頼先（コミ協・ボランティア輸送実施団体）

１１５団体

■回答団体

９１団体 ※重複提出があるため回答数は９８

■回答率

７９％
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R8.2.25 都市交通政策課
問２ ボランティア輸送による移動⼿段の確保について
問２−１ 各地域の取り組み状況

N= 100

問２−２ どのような課題があると思うか

N= 266

問２−３ どのような⽀援があると良いか

N= 316

既に実施している

25

25%

既に検討している

1

1%

これから検討する

予定がある

14

14%

検討する予定

はない

36

36%

よくわからない

14

14%

その他

10

10%

60

42

12

62

79

11

0 50 100

ボランティアでやってくれるドライバーが

いない

予約受付などの事務をやってくれる人がい

ない

ドライバーはいるけど使える車がない

車両保険、燃料費、ドライバーへの謝礼な

ど費用の負担

事故があった場合の対応や責任問題

その他

59

51

51

73

77

5

0 50 100

ボランティアドライバーの育成支援（運転

講習会の実施や講習費用負担など）

予約受付などの事務員を雇うための費用補

助

車の貸し出しまたはリース料の費用補助

車両保険、燃料費、ドライバーへの謝礼な

どの費用補助

事故があった場合の対応や責任問題につい

ての相談窓口

その他

その他の内容

・課題が多く進んでいない

・苦情により中止

・有償で実施中

・R7～実施中だが送迎の利用は少ない

・ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ確保が困難

・ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ不足で解散

・行政支援があれば実施可能

・無償はムリ

・課題が多く進んでいない

その他の内容

・ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰがいない

・組織では続かない

・住民の善意だけでは難しい

・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱでは続かない

・有償にすべき

・この先いつまでやれるか不安

その他の内容

・利用者の遠慮がでないよう1回

500円の利用券をﾄﾞﾗｲﾊﾞｰにわた

す仕組み

・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ頼りの交通手段には

限界あり

・企業として行う（補助金あり）
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R8.2.25 都市交通政策課

問３ 市が想定するボランティア輸送への⽀援内容について
問３−１ ⼀定条件の⾞両貸出（またはリース契約補助）の需要

N= 94

問３−２ 利⽤したい場合の利⽤⽅法
利⽤団体

N= 39

利⽤⽤途

N= 36

※複数回答の団体があるため「利用したい」
　の団体数としては34となる。

利用したい

36

38%

利用したくない

58

62%

コミ協

23

59%

自治会

11

28%

その他

5

13%

買い物

18

50%

通院

13

36%

その他

5

14%

その他の内容

・何でもﾎﾞﾗﾝﾃｨｱに頼るのではなく

予算をとって運営してほしい

・新潟市

・コミ協、自治会は難しい

・任意団体

その他の内容

・地域行事参加

・急な用事にも対応したい

・コミ協の行事

・施設の入浴
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R8.2.25 都市交通政策課

問３−３ 利⽤したくない場合の理由

N= 61

問３−４ 条件が厳しすぎるの理由

N= 39

問３−５ ⾞両が⼤きすぎる場合の希望⾞両サイズ

N= 16

※複数回答の団体があるため「車を貸してもらいたい
が条件が厳しすぎる」の団体数としては13となる。

そこまで移動に

困っていない

12

20%

既存の介護制度

等で対応可能

2

3%

車を貸してもらっても

解決しない（ボラン

ティアドライバーがい

ない）

17

28%

車は貸してもらいたいが条

件が厳しすぎる

17

28%

その他

13

21%

16

16

4

3

0 5 10 15 20

車両が大きすぎる

１回の利用人数が５人以上

集まらない

週に１～2回も使わない

その他

軽自動車（4人乗り）

5

31%

普通自動車（５人乗り）

6

38%

ミニバン（６～８人乗り）

5

31%

その他の内容

・車の管理や駐車場の確保に手間がかかる

・最終的にコミ協役員の負担に懸念

・課題が多い

・5人以上を捜すのが難しい

・ﾀｸｼｰ券をだしてほしい

・介護施設の送迎車利用

・利用人数確保が難しい

・受益者負担が基本

・ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰの使い慣れた自家用車の方が良い

その他の内容

・1回以上何人や週に何回などの

条件は難しい

・1回の利用人数が多い

・燃料費やﾄﾞﾗｲﾊﾞｰへの謝礼等の

問題がある
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